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研究目的

スポーツにおける相対的なエネルギー不足である日本人無月経女性アスリートと正常月経アス

リートを対象に、推奨されているエネルギー摂取量を通常の食事に追加した場合の筋グリコーゲン

動態とエネルギー代謝や血中の栄養関連指標の現状を調査します。

研究対象者

以下の内容について該当する方を対象とさせて頂きます。

・月経状況は、東京大学医学部附属病院女性診療科・産科女性アスリート外来の能瀬さやか

医師の診断となります。

・故障中ではない方

・医師による運動制限を伴う疾病に罹患していない方

・定期的な服薬習慣の無い方

研究概要

米国スポーツ医学会では、女性アスリートの相対的エネルギー不足の場合、1日あたりのエネル

ギー摂取量を300～600kcal増やすことが推奨されています。しかし、エネルギーをより多く摂取

することによる、パフォーマンス発揮に関係する指標である筋グリコーゲン動態（筋中のエネルギー

変化）について調査した研究はありません。本研究では、対象となられた方全員に、普段通りの

食事に加えて米国スポーツ医学会での推奨量範囲である1日あたり540kcal分をゼリー飲料で

摂取していただきます。食事は普段通りの内容とし自由摂取とします。エネルギー摂取量を増や

した場合の筋グリコーゲン濃度、安静時代謝量、血中の栄養関連指標、体重と体組成を測定

し現状を調査します。研究実施中の活動量と主観的疲労度の確認も行います。

研究に用いる情報の種類

生年月日、競技種目、競技歴、最終月経、初経、月経周期、疲労骨折の既往歴、貧血の既

往歴、治療（内服）中の病気等、体重測定の頻度、栄養サポートの受講経験、安静時代謝

量、筋グリコーゲン濃度、身体組成（インピーダンス法およびDXA法：身長、体重、体脂肪量、

筋肉量、除脂肪重量、体水分量）、血液検査（赤血球、ヘモグロビン、ヘマトクリット、白血

球、血小板、MCV、MCH、MCHC、AST、ALT、ALP、γ-GTP、CK、中性脂肪、HDLコレステ

ロール、LDLコレステロール、総コレステロール、総蛋白、アルブミン、尿素窒素、クレアチニン、尿

酸値、血糖値、HbA1c、Na、K、Cl、Ca、P、Mg、LDH、TSH、freeT3、freeT4、血清鉄、

フェリチン、血清25-ヒドロキシビタミンD濃度、脂肪酸4分画、LH、FSH、エストラジオール、プロラ

クチン、レプチン、グレリン）、実験中の身体活動量と栄養摂取量、主観的疲労度、過去1か月

の食物摂取状況
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